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大学生におけるスポーツ系の部・サークル活動参加とストレス対処力， 

うつ・不安感の縦断研究：2 年間(3 時点)の追跡調査に基づく分析 
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5）国立長寿医療研究センター老年学・社会科学研究センター老年学評価研究部 

6）日本福祉大学社会福祉学部 

【要約】目的：大学生における部・サークル活動への参加状況と，ストレス対処力，うつ・不安感との

縦断的関連性を明らかにする。 

方法：ある大学の 2 年次進級時の全学生を対象とし，部・サークル活動への参加状況ならびにストレ

ス対処力(sense of coherence; SOC)やうつ・不安感(K6)を調査し，3，4 年次進級時にかけて追跡調査を実

施した。男 280 名，女 360 名を，スポーツ系継続(112 名)，スポーツ系中断(74 名)，文化・ボランティ

ア系継続(106 名)，無所属継続(167 名)，その他(181 名)の 5 群に分けた。繰り返しのある 2 要因分散分

析(5 群×3 時点)を線形混合モデルにより実施した。  

結果：SOC，K6 ともに有意な交互作用はなかった。SOC では性，居住形態，通学時間，アルバイト時

間を調整後も群間に有意差がみられた(P = 0.027)。スポーツ系継続群は無所属継続群よりも有意に高く

(P = 0.017），その他群よりも高い傾向を示した(P = 0.062)。K6 では群間差がある傾向がみられ(P = 0.054)，

スポーツ系継続群は無所属継続群よりも低い(良い)傾向がみられた(P = 0.100)。 

結論：スポーツ系活動への継続的な参加は，高いストレス対処力や良好なメンタルヘルスの維持と関

連することが示唆された。しかし，在学中のストレス対処力やうつ・不安感の変化に対して，参加の影

響はみられなかった。 

Key words：部活動，sense of coherence，K6，メンタルヘルス，線形混合モデル 

 

１．緒  言 

 

｢体育会系の学生は根性がある」という，経験則

に基づく期待や評価は多く 1)，特に大学時代に運

動・スポーツ系の部活動やサークル活動(以下，ス

ポーツ系部・サークル活動)に参加していた者が，

就職活動や社会の中で優遇されると一般に信じら

れている傾向がある 2)。その経験則の根拠として，

中学校から大学におけるスポーツ系部・サークル

活動とメンタルヘルスとの関連性を検証した次の

ような先行研究が挙げられる。例えば，高校にお

けるスポーツ系部・サークル活動への参加が，良

好なメンタルヘルスと関連することが報告されて

いる 3,4)。一方，高校や大学でのスポーツ系部・サ

ークル活動においての失敗経験やスランプ，怪我

などのトラブルが，抑うつや不安などのネガティ

ブなストレス反応の原因にもなりうることが知ら

れている 5)。スポーツ場面ではさまざまな心理的

ストレスを受けるが，これらを繰り返し乗り越え

ることで，ストレス対処力やレジリエンス(ストレ

スフルな状況でも精神的健康を維持する，あるい

は回復へと導く心理的特性)6) が中学生の頃から

醸成されたり 7)，自尊心や前向きな思考などのラ

イフスキルが高校生において獲得されたりする可

能性 8) が報告されている。 これらの要因が，｢根性」

を育んでいるのかもしれない。 

しかしながら，スポーツ系部・サークル活動の

参加とメンタルヘルスやストレス対処力との関連

性を検討した先行研究の多くは，次のような限界
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があった。まず，横断的な分析が多く，スポーツ

系部・サークル活動に参加することでメンタルヘ

ルスやストレス対処力が向上するのか，あるいは

もとからそれらが良好な学生が活動に参加してい

るのか，どちらの因果関係なのかがほとんど解明

されていない。 散見される縦断調査 8,9) によれば，

青年期におけるスポーツ系部・サークル活動の継

続的な実施が慢性的なストレス反応の低減やメン

タルヘルスの維持改善に有効である可能性が示さ

れている 9)。しかしそれらの報告は，対象者がス

ポーツ系部・サークル活動の参加者に限定されて

いることや，不参加(無所属)の者との比較に留ま

っている。すなわち，文化系やボランティア系な

どのスポーツ系以外の活動と比較して，スポーツ

系の部・サークル活動に特化して得られる効果で

あるのかは依然として不明である。 

そこで本研究では，大学における部・サークル

活動への参加状況の推移とストレス対処力，うつ・

不安感の変化との縦断的関連性を検討し，スポー

ツ系の部・サークル活動を継続している学生はも

とからストレス対処力が高くうつ・不安感が低い

のか，活動の継続によりその傾向は更に強くなる

のか，それらはスポーツ系と文化・ボランティア

系の部・サークル活動や無所属と比較して異なる

のかを明らかにすることを目的とした。 

 

２．方  法 

 

2-1．研究デザイン 

A 大学では，学びの環境の整備や学生サービス

向上などを目的とする「学習と学生生活アンケー

ト」と題した質問紙調査を，全学生を対象として

毎年度替わり(3，4 月)に実施してきた。本研究は

そのうちの 2013，2014，2015 年の調査データを二

次利用して実施した。2013 年調査時に 2 年次進級

となる学生について，2014，2015 年調査の結果を

突合させた 3 時点パネルデータを作成し分析を実

施した。各年の質問紙調査では学籍番号の自記，

ならびに回答内容を統計的に集計・分析すること

への同意を求め，それらの両方が得られたものを

分析対象者とした。なお，対象者が新入生であっ

た 2012 年調査では，所属(予定)の部・サークル活

動やうつ・不安感の調査を実施していないため，

本研究の分析には含めなかった。本調査の実施な

らびに本研究の遂行については，日本福祉大学「人

を対象とする研究」に関する倫理審査委員会(申請

番号 14-33)の承認を得た。 

 

 

Respondents:  n = 1,009

(Men:  n = 478, Women:  n = 525, Unknown:  n = 6)

Exclude from analysis:  n = 369

• Sex unknown:  n = 6

• Non-response in both surveys for 3rd (in 2014) and 4th (in 

2015) grade students:  n = 91

• Invalid consent:  n = 160

• Unable to categorize to any group:  n = 112

Analytic sample:  n = 640

(Men:  n = 260, Women:  n = 380)

Students who enrolled in “A” university in 2012:  n = 1,220

Students who left the university or 

repeated a grade before reaching 2nd grade:  n = 30

Number of survey distributed in 2013 

(i.e., all 2nd grade students):  n = 1,190

Non-respondents:  n = 181

Figure 1  Flow of participants 
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2-2．対象者 

本研究の対象者のフロー図を Figure 1 に示した。

2012 年度の A 大学の入学者は 1,220 名であり，

2013 年調査時に 2 年次に進級した 1,190 名のうち

調査票に回答した者は 1,009 名であった。そのう

ち，性別未記入(6 名)，2014，2015 年調査の両方

に無回答(91 名)，回答内容の集計・分析に不同意

(160 名)，部・サークル活動参加状況の推移が不

明(112 名)であった者を除き，全回答者の 63.4％

となる 640 名(男性 260 名，女性 380 名)を本研究

の分析対象者とした。 

 

2-3．評価項目 

2-3-1．大学における部・サークル活動への参加状況 

各年の調査において，「学生生活についてお伺

いします」という大設問の中で，「あなたが参加し

ているサークル(公認・非公認問わず)は次のどの

分野ですか(○はいくつでも)」という問いに対し，

｢文化芸術系サークル/研究・実践系(ボランティア

含む)サークル/スポーツ系サークル/参加してい

ない」から回答を求めた(複数回答可)。また，｢以

下の活動に 1 週間当たりどのくらいの時間を費や

しましたか」という設問にて，「クラブ・サークル

活動等に参加する」について，「全然ない/1 時間

未満/1－2 時間/3－5 時間/6－10 時間/11－15 時

間/16－20 時間/20 時間以上」の 8 項目から回答

を求めた。 

本研究では，スポーツ系サークルを含む 1 項目

以上の選択肢に該当し，かつクラブ・サークル活

動等に週 1 時間以上参加している者を“スポーツ

系部・サークル活動参加者”と定義した。なお，

スポーツ系部・サークル活動の中にも，地区 1 部

リーグに所属し高い競技水準が求められ，  高頻

度・長時間の練習を実施する部活動から，交流や

レクリエーションが主目的である低頻度・短時間

の活動までが存在している。また，A 大学ではス

ポーツ系の部活動とサークル活動との間に厳密な

違いはなく，部活動に所属している学生が，サー

クルではないので「参加していない」と回答して

いた可能性は極めて低い。文化芸術系サークルと

研究・実践系(ボランティア含む)サークルのいず

れか，あるいは両方に該当かつ週 1 時間以上参加

し，かつスポーツ系部・サークル活動参加者では

ない者を“文化・ボランティア系部・サークル活

動参加者”と定義した。 以上の者を除き，かつ「参

加していない」と回答した者を“無所属”と定義

した。 

更に，上記の定義による参加状況の 3 時点(2013，

2014，2015 年調査)の推移に基づき以下の 5 群に

分類した。まず，3 時点とも同一の参加状況であ

った者をそれぞれ“スポーツ系継続”群(112 名)，

“文化・ボランティア系継続”群(106 名)，“無所

属継続”群(167 名)とした。続いて，2013 年調査

時はスポーツ系部・サークル活動参加者であった

が 2014 もしくは 2015 年調査時に“文化・ボラン

ティア系部・サークル活動参加者”もしくは“無

所属”となっていた者を“スポーツ系中断”群(74

名)とした。最後に，それ以外の者(文化・ボラン

ティア系からの転部や退部，無所属からの入部）

を“その他”群(181 名)とした。なお，181 名の内

訳は，文化・ボランティア系からの転部が 14 名，

文化・ボランティア系からの退部が 91 名，無所属

からスポーツ系への入部が 32 名，無所属から文

化・ボランティア系への入部が 44 名であった。 

2-3-2．ストレス対処力 

ストレス対処力の評価として，首尾一貫感覚

(sense of coherence; SOC)尺度の日本語版を用いた。

2013，2014 年調査では 6 項目・5 件法により 6～

30 点(高得点ほどストレス対処力が高い)10) にて

評価を行った。2015 年調査では，今後の追跡調査

に向けてより詳細を把握するために 13 項目(2013，

2014 年調査と同様の 6 項目を含む)・7 件法 11,12)

へと変更がなされた。そのため，本研究における

2015 年調査については，  対応する 6 項目を抽出

し，6～42 点となる得点の幅を 6～30 点へ補正す

るため，次式により補正得点を算出し 2013，2014

年調査との整合性をもたせた。なお，対応する 6

項目とは，13 項目版 11,12) の問 5「あなたは，不公

平なあつかいを受けているという気持ちになるこ

とがありますか」，問 7「あなたが毎日しているこ

とは，喜びと満足を与えてくれますか。それとも

つらく退屈ですか」，問 8「あなたは，気持ちや考

えが非常に混乱することがありますか」，問 9「あ

なたは，人として本当なら感じたくないような感

情をいだいてしまうことがありますか」，問 12「あ

なたは，毎日の生活において行っていることにあ

まり意味がない，と感じることがありますか」，問

13「あなたは，自制心を保つ自信がなくなること

がありますか」であった。 

2015 年 SOC 補正得点＝ 

(2015 年 SOC 得点–6)×2/3＋6 
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2-3-3．うつ・不安感 

うつ・不安感の評価として，Kessler et al.13) によ

り開発された尺度である K6 の日本語版 14,15) を各

年調査した。K6 は 6 項目・5 件法の尺度であり，

0～24 点(高得点ほどうつ傾向や不安感が強い)で

評価される。また，5 点以上で心理的ストレスを

有するとする，日本人(成人)を対象とするカット

オフ値が報告されている 16)。 

2-3-4．調整変数 

部・サークル活動参加状況や精神状態と関連す

ることが推察される要因として，性，2013 年調査

時の居住形態(自宅からの通学/下宿または一人暮

らし)，通学時間(分)，アルバイト・仕事(全然な

い/1 時間未満/1－2 時間/3－5 時間／6－10 時間

/11－15 時間/16－20 時間/20 時間以上)を調整変

数として用いた。  学部(社会福祉学部/経済学部/

健康科学部/子ども発達学部/国際福祉開発学部)

も調査したが，調整変数に投入したモデルでは結

果が収束しなかったため，本研究では分析に含め

なかった。 

 

2-4．統計解析 

全分析対象者ならびに部・サークル活動参加状

況の推移に基づく群ごとの記述統計量を，連続変

数は平均値と標準偏差，順序変数は中央値と四分

位範囲，名義変数は度数(％)により示した。群間

の比較には一要因分散分析，χ2検定，クラスカル・

ウォリスの H 検定を用いた。  また，SOC 得点と

K6 得点の比較にて有意差が認められた場合，

Bonferroni 法による多重比較検定を行った。  部・

サークル活動参加状況の推移とストレス対処力

(SOC），うつ  ・ 不安感(K6）との関連性の検討には，

線形混合モデルを用いた二要因分散分析(一要因

のみ対応あり）を用いた。線形混合モデルでは目

的変数である SOC と K6 に欠損があるケースも含

めた分析実施が可能となる。これにより，欠損ケ

ースを除いて実施する従来の分散分析で懸念され

る系統誤差の影響を弱めた結果が得られる。部・

サークル活動参加状況(5 群），時間(3 時点），部・

サークル活動参加状況×時間の交互作用項を投入

したモデル(調整なしモデル），ならびにそれらに

調整変数を投入したモデル(調整済みモデル）の 2

モデルを検討した。多重比較検定には Bonferroni

法を用いた。なお，各群の SOC 得点と K6 得点の

推移を視覚的にとらえるため，欠損ケースを除い

た分析対象者の平均得点の各推移を図示した。統

計学的有意水準は 5％，有意傾向水準は 10％とし，

すべての統計解析は IBM SPSS Statistics 22(IBM 

Corp. Armonk, NY, USA)を用いて実施した。 

 

３．結  果 

 

全分析対象者および各群の基本属性，各調査項

目の記述統計量を Table 1 に示した。性，居住形

態，通学時間，学部に有意な群間差がみられた。

文化・ボランティア系継続群とその他群では相対

的に女性が多いことや，スポーツ系継続群では下

宿・一人暮らしが多く通学時間が短い一方，無所

属継続群では自宅からの通学者が多く通学時間が

長いことが確認された。SOC 得点と K6 得点のい

ずれも群間に有意差がみられ，多重比較検定の結

果，スポーツ系継続群は無所属継続群とその他群

よりも有意に SOC 得点が高く K6 得点が低かっ

た。 

また，調査時点ごとの週当たりの各部・サーク

ル活動参加時間の分布を Figure 2 に示した。各時

点においても，スポーツ系は 3－5 時間/週が，文

化・ボランティア系は 1－2 時間/週が最頻値であ

った。 

線形混合モデルを用いた二要因分散分析の結

果を Table 2(SOC 得点)と Table 3(K6 得点)に示し

た。すべてのモデルにおいて部・サークル活動参

加状況×時間の交互作用は有意ではなかった。

SOC 得点については，調整の有無にかかわらず

部・サークル活動参加状況の有意な主効果が認め

られた。調整済みモデルでは，スポーツ系継続群

は無所属継続群よりも有意に得点が高く (P = 

0.017)，その他群よりも高い傾向が見られ(P = 

0.062)，文化・ボランティア系とは有意差がなかっ

た。時間の主効果について有意傾向は認められた

が，多重比較検定で有意差あるいは有意傾向が認

められた比較はなかった。K6 得点については，調

整の有無にかかわらず有意な時間の主効果が認め

られ，2013，2014 年調査時よりも 2015 年調査時

において有意に得点が高かった。また，部・サー

クル活動参加状況の主効果は，調整なしモデルで

有意，調整済みモデルでは有意傾向がみられ，ス

ポーツ系継続群は無所属継続群よりも得点が低い

傾向がみられた(P = 0.100)。なお，欠損ケースを

除いた分析対象者の平均得点の推移を，Figure 

3(SOC 得点)と Figure 4(K6 得点)に示した。スポ

ーツ系継続群は 2015 年調査時に K6 得点が文化・ 
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ボ

Figure 2  Distribution of weekly time spent participating in clubs in each grade 
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(in 2014)

Time to advance to 4th grade

(in 2015)

df F P Post-hoc df F P Post-hoc

Club participation 4 4.30 0.002
Continued sports

> Non-participation, Others*
4 2.76 0.027

Continued sports

> Non-participation*;

Continued sports

> Others†

Time 2 1.93 0.145 2 2.73 0.065

Club participation×Time 8 1.03 0.413 8 0.95 0.472

Sex 1 0.05 0.827

Residential style 1 0.32 0.574

Time for attending school 1 4.01 0.046

Part-time job 1 1.93 0.165

* P  < .05, † P  < .10

Crude Adjusting

 two-way repeated ANOVA model in a mixed model

n = 640

Table 2  The relationship between club participation and change in sense of coherence:

 

df F P Post-hoc df F P Post-hoc

Club participation 4 2.96 0.019
Continued sports

< Non-participation, Others*
4 2.34 0.054

Continued sports

< Non-participation†

Time 2 11.49 <0.001
Time to advance to 2nd, 3rd

< 4th grade*
2 12.55 <0.001

Time to advance to 2nd, 3rd

< 4th grade*

Club participation×Time 8 1.11 0.356 8 1.01 0.429

Sex 1 1.46 0.228

Residential style 1 0.05 0.818

Time for attending school 1 0.24 0.628

Part-time job 1 1.55 0.214

* P  < .05, † P  ≤ .10

  two-way repeated ANOVA model in a mixed model

Crude Adjusting

Table 3  The relationship between club participation and change in psychological distress (K6):

n = 640
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ボランティア系継続群と同程度になったことを除

いて，常に最も高い SOC 得点と低い K6 得点にて

推移した。また，K6 得点はすべての群において，

2014 から 2015 年調査時にかけて上昇していた。 

 

４．考  察 

 

本研究において 2，3，4 年次進級時にかけてス

ポーツ系部・サークル活動への参加を継続してい

た者は，性，居住形態，通学時間，アルバイト・

仕事の状況を調整した後も，継続して無所属であ

った者と比較して，ストレス対処力は統計学的に

有意に，うつ・不安感は有意な傾向を伴い，良好

な状態であることが確認された。しかしながら，

部・サークル活動参加状況と時間要因との間に有

意な交互作用は認められず，大学生における部・

サークル活動への参加状況により，ストレス対処

力やうつ・不安感の変化パターンは異ならないこ

とが示唆された。 

 

 
17

17.5

18

18.5

19

19.5

20

Continued sports
(n = 108)

Interrupted sports
(n = 62)

Continued cul./vol.
(n = 105)

Non-participation
(n = 161)

Others
(n = 142)

Time to advance to 

2nd grade

(in 2013)

S
e
n
se

 o
f 

C
o
h
e
re

n
c
e
 (

S
O

C
)

sc
o
re

Time to advance to 

3rd grade

(in 2014)

Time to advance to 

4th grade

(in 2015)

Figure 3 Change of the Sense of Coherence score by club participation category 

cul./vol.; cultural/volunteer 

 

4

4.5

5

5.5

6

6.5

7

7.5

Continued sports
(n = 109)

Interrupted sports
(n = 63)

Continued cul./vol.
(n = 104)

Non-participation
(n = 159)

Others
(n = 139)

K
6

sc
o
re

Time to advance to 

2nd grade

(in 2013)

Time to advance to 

3rd grade

(in 2014)

Time to advance to 

4th grade

(in 2015)

Figure 4  Change of the K6 score by club participation category 
cul./vol.; cultural/volunteer 



 

 

運動疫学研究 2017; 19(1): 24-35. http://jaee.umin.jp/REE.html 

31 

4-1．分析対象者のストレス対処力，うつ・不安感

の特性 

日本の大学生における SOC 尺度(13 項目・7 件

法)の構成概念妥当性を検討した坂野・矢嶋 17) は，

都内の 2 大学，中国地方の 1 大学に在籍する大学

生 1,110 名を対象とし，項目ごとの平均値と標準

偏差を示した。それらの数値を基に先述の補正式

を用いて本研究の SOC 得点に換算すると 17.4 点

となり，本研究の分析対象者の平均得点(18.6 点)

はそれより高く，相対的に高いストレス対処力を

もつ集団であることが示唆された。更に，本研究

のスポーツ系継続群の平均値はおよそ 19～20 点

の範囲で推移しており，標準偏差が 3.9 点であっ

たことから，坂野・矢嶋 17) の対象者よりも Z スコ

アにして 0.4～0.7 程度，高いストレス対処力を有

していたと推察できる。 

K6 得点は 5 点以上で心理的ストレスを有する

とされる 16)。本研究では，スポーツ系継続群にお

ける 2・3 年次進級時においてのみ平均得点が 5 点

を下回っていた。大学においてスポーツ系部・サ

ークル活動への参加を継続していた学生は，3 年

次に進級する頃まではうつ・不安感が特に低いこ

とが示唆された。 

 

4-2．大学生のスポーツ系部・サークル活動への参

加とメンタルヘルス 

スポーツ系部・サークル活動への参加を継続し

ていた学生は，もともとストレス対処力が高く，

うつ・不安感が低い傾向を示した。 この背景には，

高校までの部活動への所属状況が，大学で参加す

る部・サークルの種類や参加・不参加の選択に影

響を与えており，本研究におけるスポーツ系継続

群の多くは，もともと運動・スポーツ系の部活動

やクラブ活動に所属していたことが推察される。

大学生のスポーツ参加を規定する要因を検討した

入口ら 18) によれば，大学入学以前のスポーツ経験

によりスポーツへの愛好性を有していること，特

に高校での活動の程度が大きく影響していること

を示唆している。更に，高校生を対象とし，運動

部・スポーツクラブ活動がストレスやメンタルヘ

ルスに及ぼす影響を 15 か月間の縦断調査により

検討した永松ら 9) は，高校における運動部・スポ

ーツクラブ活動参加群は非参加群よりも，有意に

中学時代の運動部活動経験者が多く，ベースライ

ンのメンタルヘルスが良好であったことを報告し

ている。更に，抑うつや疲労などのメンタルヘル

ス項目において，運動部・スポーツクラブ活動参

加状況と時間経過との間に有意な交互作用が確認

され，高校時代に運動部・スポーツクラブへ参加

することが，メンタルヘルスの維持や増進に対し

て効果をもたらすことを示唆した 9)。島本・石井 8)

は運動部活動に参加する大学生を 6 か月間(3 時

点)追跡した調査を基に，大学におけるスポーツ経

験とライフスキル獲得との関連性を検討したとこ

ろ，もともと良好な個人スキル(自尊心や前向きな

思考など)や対人スキル(親和性やリーダーシッ

プ)を有している者ほど，スポーツ場面において挑

戦し達成する経験が豊富に得られることを報告し

ている。これらの先行研究を踏まえて本研究の結

果を解釈すると，大学以前の中学・高校時代の運

動部・スポーツクラブへの参加を通して高いスト

レス対処力や良好なメンタルヘルスを保持する能

力を身に付けた者が，大学でもそれらを良好に維

持しながらスポーツ系部・サークル活動に継続し

て参加していることが推察される。よって，児童

期や青年期の頃から運動やスポーツに親しむ機会

をもち， 成人期にかけて一貫して取り組むことが，

高いストレス対処力の形成や良好なメンタルヘル

スの維持に重要であるかもしれない。 

 

4-3．スポーツ系と文化・ボランティア系部・サー

クル活動，無所属との比較 

本研究では，スポーツ系部・サークル活動への

参加を継続していた者は無所属の者よりも高いス

トレス対処力を有し，メンタルヘルスも良好であ

る傾向を示したが，文化・ボランティア系継続群

との間に有意差はみられなかった。小学校教員を

対象とし，過去(中学，高校，大学)の部活動経験

(運動部，文化部，無所属)とストレス対処力との

関連性を検討した井上ら 19) は，部活動経験により

ストレス対処力には違いがみられ，運動部と文化

部に所属していた者は無所属であった者よりも，

積極的に問題解決を図る行動に優れていたことを

報告した。ただし，運動部と文化部との間に顕著

な差はみられず，本研究はその結果を支持するも

のであった。しかしながら，その差は中学時代の

部活動経験において最も大きく，高校，大学に進

むにつれて小さくなったことが報告されており 19)，

社会に出てからも通用するストレス対処力を育む

には，やはり早期からの部活動経験が重要である

といえるだろう。スポーツ系に限らずとも文化系

の活動であっても，挑戦をもたらし，そのための
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努力を要する活動であれば，青年期に前向きな自

我が形成される 20) との報告もある。  大学におい

て種類を問わず部・サークルに継続して参加する

ことは，ストレス対処力の形成やうつ・不安感の

悪化の予防に効果的かもしれない。ただし，本研

究において文化・ボランティア系継続群と無所属

継続群との間には SOC 得点と K6 得点のいずれも

有意差はみられず，そのうえ，平均値の推移はス

ポーツ系継続群よりも概して低位に推移していた。

今後，対象者を増やしたり，活動状況での層別や

その他の学生生活の状況を調整したりした検討を

行うことで，文化・ボランティア系よりもスポー

ツ系の活動のほうが高いストレス対処力の形成や

メンタルヘルスの維持への貢献度が大きいことを

明らかにできるかもしれない。また，参加の継続

によりストレス対処力やメンタルヘルスの維持に

効果がもたらされているのか，もともと高いスト

レス対処力や良好なメンタルヘルスを有すること

が継続に影響しているのか，本研究の結果のみか

らそれらの因果関係を正確に判断することはでき

ない点にも注意が必要である。 

 

4-4．4 年次進級時におけるうつ・不安感の悪化 

本研究では，部・サークル活動への参加状況に

かかわらず，4 年次進級時ではうつ・不安感が強

まる結果が確認された。  看護学専攻の大学 1～4

年生を対象とし，ストレス反応に関する横断研究

を実施した小林・兵藤 21) は，4 年次の学生は 2，

3 年次の学生よりも不安感が有意に強く，抑うつ

も強い傾向を示したことを報告した。この先行研

究を支持する結果が，個人を縦断的に追跡した本

研究においても得られたことから，大学 4 年次に

なる頃に，多くの学生のうつ・不安感が強まる可

能性は極めて高い。小林・兵藤 21) の報告は看護学

専攻の学生を対象としており，看護実習や国家試

験，就職活動に対する不安感が強まった可能性を

示唆している。本研究を実施した A 大学において

も同様に一部の学部学生の多くが 4 年次に校外で

の実習を計画しており，卒業前には国家試験を控

える。更に，就職という一大ライフイベントに向

けた就職活動が，多くの大学生に不安感をもたら

すことは想像に難くない 22)。それを考慮すると，

スポーツ系部・サークル活動を継続していた者で

は無所属の者よりも有意に高いストレス対処力を

形成しながら，うつ・不安感が低い傾向のまま推

移していたことは，｢体育会系の学生は根性があ

る｣という経験則に基づく期待や評価が，決して的

を外したものではないといえるだろう。 

 

4-5．本研究の新規性と特徴，ならびに限界と今後

の課題 

本研究の新規性や特徴は以下のとおりである。

まず，1）A 大学に 2012 年度に入学した学生を対

象とし毎年度替わりに実施した全数調査のデータ

を用い，ベースライン調査から 1 年後，2 年後に

かけての縦断的な追跡研究を実施したこと，2）そ

の調査から，ストレス対処力が高く，うつ・不安

感が低い学生がスポーツ系部・サークル活動への

参加を継続していることが示唆されたこと，更に

3）それらの関連性について文化・ボランティア系

部  ・ サークル活動や無所属と比較することにより，

スポーツ系部・サークル活動継続者は無所属の者

よりストレス対処力が高く，メンタルヘルスが良

好に維持される傾向を示すことを明らかにしたこ

とが挙げられる。しかしながら，以下のような研

究の限界があり，今後の課題が残された。 第一に，

大学入学時のストレス対処力やうつ・不安感や，

1 年次の間を通した部・サークル活動参加状況を

把握できていない。そのため，1 年次の間に部・

サークル活動に 1 度は参加したものの何らかの理

由により既に中断した者が，本研究における無所

属継続群に含まれている可能性があるなど，2 年

次進級時をベースライン調査としている点に注意

が必要である。第二に，本研究は既に収集された

データを二次利用した後ろ向きの観察研究であり，

背景因子や交絡因子の把握や調整が十分であると

はいえない。特に，大学入学以前の運動部やスポ

ーツクラブへの参加状況を把握していないことは

大きな限界である。今後は，それらを調査した前

向き研究により，部・サークル活動への参加状況

とストレス対処力，メンタルヘルスとの因果関係

を解明することが望まれる。第三に，本研究では

部・サークル活動の内容，頻度，時間などの詳細

な活動状況を考慮していない。また，部活動とサ

ークル活動との間に明確な区分はなく，スポーツ

系サークルにおいても大会参加を含む活発な対外

活動を行っている団体も存在する。参加学生の意

識においても，部活動とサークル活動とが明確に

区別されていることはない。今後，活動状況を調

査し，それにより層別した分析を行うことで，よ

り望ましい活動形態を明らかにする必要がある。

また，本研究ではその他群として，参加状況の推
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移が異なる学生を便宜的にまとめた群を設定して

いた。文化・ボランティア系部・サークル活動か

らの転部や途中入部の影響を詳細に把握するため

には，それに応じた群分けを設定した今後の検討

が必要である。第四に，部・サークル活動参加状

況とストレス対処力やうつ・不安感との間の介在

因子や機序に言及できていない。大学生運動部員

がストレッサーを受けてからストレス反応が出現

するまでの介在因子を検討した上野ら 23) による

と， 運動部員が高いレジリエンスを有することで，

ソーシャル・サポートなどの環境要因と，問題解

決能力や忍耐力などの内的要因が充実し，ストレ

ス反応が軽減する可能性を示している。以上のよ

うな調査項目を加え，より詳細な因果関係の解明

が今後の課題である。第五に，あくまで一大学の

調査に同意が得られた 7 割弱の学生を対象とした

調査に基づく研究であるため，本研究で得られた

知見の一般化可能性については留意が必要である。

最後に，2015 年調査における SOC 得点は，便宜

的に作成した式によって補正されており，妥当性

が十分に確保されていない点は本研究の限界であ

る。 

 

５．結  論 

 

本研究では，A 大学の 2 年次進級の全学生を対

象に実施した調査をベースラインとし，3，4 年次

進級時にかけて実施した縦断追跡調査の結果から，

部・サークル活動への参加状況の推移とストレス

対処力，うつ・不安感の変化との縦断的関連性を

検討した。その結果，スポーツ系の部・サークル

活動への参加を継続している学生は，もともとス

トレス対処力が高く，うつ・不安感が低い傾向が

示された。更に，継続して無所属であった者と比

較して，スポーツ系の部・サークル活動への参加

を継続している学生は 2 年次進級時から 4 年次進

級時を通してストレス対処力が高く，うつ・不安

感が低い傾向を示した。しかしながら，部・サー

クル活動への参加状況や種類の違いが，大学在学

中のストレス対処力，うつ・不安感の変化に与え

る影響は確認されなかった。ただし 4 年次になる

頃には，部・サークル活動への参加状況にかかわ

らず，うつ・不安感が強まることが示唆された。 
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Longitudinal Relationship of Participation in Sports Club Activities with  

a Sense of Coherence and Psychological Distress in University Students:  

an Analysis of Three Data Points over a Period of 2 years 

 

Taishi Tsuji1), Osamu Sasagawa2), Shinji Nakamura3), Hideshi Kodaira4),  

Katsunori Kondo1,5), Yoshihiko Yamazaki6) 

 

Abstract 

Objective: The present study investigated the longitudinal relationship of participation and non-participation in 

club activities with sense of coherence (SOC) and psychological distress (K6) in university students. 

Methods: A complete survey targeting all students who advanced to the second grade in 2013 was conducted at 

a university to obtain information regarding their participation at clubs and SOC and K6 scores. Follow-up surveys 

were also conducted at time to advance to their third and fourth grades. In total, 280 male and 360 female students 

were categorized into five groups: continued sports club participation, interrupted sports club participation, 

continued volunteer/cultural club participation, non-participation, and others (n = 112, 74, 106, 167, and 181, 

respectively). A two-way repeated ANOVA mixed model (club participation of five levels at three time points) was 

used to analyze the data.  

Results: There were no significant interaction effects of club participation and time point on either SOC or K6. 

The effect of club participation on the SOC score was significant after adjusting the gender, residential style, time 

for attending school, and part-time job status (P = 0.027). The SOC score of the continued sports group was 

significantly higher than that of the non-participation group (P = 0.017). It was marginally significant in other 

student groups (P = 0.062). The effect of club participation on the K6 score was marginally significant (P = 0.054). 

The K6 score of the continued sports group was marginally significantly lower than that of the non -participation 

group (P = 0.100).  

Conclusion: These results suggested that the continuation of sports club activities was associated with a 

maintenance of good SOC and mental health in university students. However, club participation alone might not 

affect the change in SOC and psychological distress detected in university students.  

 

Key words: club activities, sense of coherence, K6, mental health, linear mixed model 
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